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自然災害に対して備えましよう :
7月 28日の令和8年熊本地震が起きた時の園でのこども達は怖がつていましたが、普段の訓練の

の時のように慌てず、先生方の言うことを聞いていました。ご家庭でも心配された事と思います。

依然小さい地震があり、全国でも地震や豪雨被害が起きて、不安な日々が続いていますが

もしもの時の為に今のうちから備えましよう。下記の内容は一年前に給食だよりで

お伝えした物ですが、大事な事なので再度掲載します。

いつも使つているものを少し多めに備蓄
9月 1日は「防災の日」です。災害に備えて、食品の備蓄をしておくことは大切です。

少しの工夫で、無理なく災害時に備える□一リングストック (日常備蓄)をご紹介します。

□―リングストツクとは

乳幼児やアレルギーのある人

液体ミルクや哺乳瓶、レトル トの離乳食を多めに

に備えます。レトル トの離乳食は、食べなれておく

ことも大切です。こどもの好きな食品や飲み物、

安心するものがあると、災害時でもリラックスして

過ごせます。また、アレルギー対応食品は、

災害時には特に手に入りにくいので、備蓄が大切

です。各家庭に合わせた準備をしておきましよう。

災害時にはアルフア米 (水やお湯を加えるとご飯に

なる加工された保存食 )、 おにぎり、バン、カップ麺などの

主食類は、比較的早い段階で支援物資が配られます。

手に入りやすい炭水化物は最小限にして、主菜・副菜などに

なる魚や肉の缶詰、レトル ト食品、野菜ジュースや乾物、

水、日持ちのする芋や果物などを重点的に備蓄して置きましよう。

また、災害時に食器にかぶせて使えるラップや、調理などに

使うビニール袋などの日用品も常備しましょう。また、

カセットコンロとカセットボンベは、災害時に調理を

日常生活で食べる

普段使う食品を、食べながら備蓄する方法です。普段から食べて、気に入つたものを

多めに買っておけば、災害時でも家族の好きなものが食べられます。

備蓄すると良いもの

するために必ず用意をしておきます。食品や飲料水、ガスボンベなどは、最低3日から

1週間の備蓄があると安心して過ごせます。

乳幼児の為の備蓄

液体ミルク

ロ甫亨L丼瓦

紙コップ・使い捨てスプーン

多めの飲料水

レトルトの離乳食

好物の食品・飲み物

あるクラスの給食風景 ～こりす組～
こりす組ではフォークを使つて給食を食べていますが、自由登園の時や家庭で箸 (補助ばし)を使つて
いる子がいるので、希望される方に家庭から自分用に箸を持つてきてもらっています。上手にお友達が

箸を使つている様子を見て、興味を持つ子もいます。今が家庭で箸の練習に入るチャンスかもしれません。
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普段から少し多めに食品を備蓄しておく

食べた分を買い足す


